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Ⅱ  調 査 結 果 の 概 要 

 

１ 観光客の概況 

（1）総観光客数 

① 平成２８年の総観光客数 

区 分 平成２８年 平成２７年 対前年増減 対前年増減率 

総観光客数 ６,７７７ ６,６１８ １５９ ２.４％ 

 

平成２８年の総観光客数は６,７７７万人で，平成２７年と比べて１５９万人（２.４％）

増加し，５年連続で過去最高を更新した。 

オバマ前米国大統領の来訪や原爆ドーム及び嚴島神社の世界遺産登録２０周年など,国

内外からの注目を集めたことなどにより増加した。 

 

 ② 総観光客数の推移 

   本県の総観光客数は，平成元年以降ほぼ順調に推移し，｢瀬戸内しまなみ海道｣が開通  

した平成１１年に初めて５,０００万人を上回った。平成１６年から平成１８年は大型観光

キャンペーンの効果もあり，３年連続して過去最高を更新したものの，その後は伸び悩み，

平成２１年以降は５,５００万人台で推移していた。 

平成２４年は，大河ドラマ「平清盛」放送の効果もあり，６年ぶりに過去最高を更新し，

平成２５年は，広島県デスティネーションキャンペーンの実施などにより，初めて６，０

００万人を突破した。平成２４年以降は好調に推移し，平成２８年は５年連続して過去最

高を更新した。 

 

区　分 元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

総観光客数 3,758 3,827 3,964 4,046 4,022 4,316 4,259 4,542 4,742 4,520 5,098 4,844 4,804 5,061 4,976 5,098 5,556 5,799 5,761 5,632 5,530 5,577 5,532 5,893 6,109 6,181 6,618 6,777

対前年
増減率

13.2% 1.8% 3.6% 2.1% ▲ 0.6% 7.3% ▲ 1.3% 6.7% 4.4% ▲ 4.7% 12.8% ▲ 5.0% ▲ 0.8% 5.4% ▲ 1.7% 2.5% 9.0% 4.4% ▲ 0.7% ▲ 2.2% ▲ 1.8% 0.8% ▲ 0.8% 6.5% 3.7% 1.2% 7.1% 2.4%

 元年基準
 の指数

100 101.8 105.5 107.7 107 114.8 113.3 120.9 126.2 120.3 135.6 128.9 127.8 134.7 132.4 135.7 147.8 154.3 153.3 149.9 147.2 148.4 147.2 156.8 162.6 164.5 176.1 180.3

 

単位：万人 

単位：万人 
図１ 総観光客数の推移 
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（2）市町・地区別観光客の状況 

 ① 市町別総観光客数の状況 

総観光客数 市町数 
前年と比べて 

増加した市町 減少した市町 

500 万人以上 ４市 
広島市，廿日市市，福山市， 

尾道市 
 

100～500 万人未満 11 市町 

三原市，三次市， 

東広島市，北広島町, 

安芸高田市，府中町,  

府中市 

呉市，庄原市, 世羅町，

竹原市 

50～100 万人未満 ３市町 安芸太田町  神石高原町，江田島市  

50 万人未満 ５市町 大竹市，大崎上島町 坂町，海田町，熊野町  

   総観光客数を市町別に見ると，広島市，廿日市市，福山市，尾道市などの 

瀬戸内海沿岸地域を中心に，総観光客数が多いことがわかる。 

   なお，前年に比べて総観光客数が増加した市町は１４，減少した市町は９である。 

 

 図２ 総観光客数の市町別状況 
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 ② 市町別総観光客数の順位（上位１０位） 

 

順位 市町名 平成２８年 平成２７年 対前年増減 
対前年 

増減率 
前年順位 

１位 広 島 市 １４，６５３ １４,０７０ ５８３ ４．１％ １位 

２位 廿日市市 ８，２１２ ７,５３６ ６７６ ９．０％ ２位 

３位 福 山 市 ７，２９３ ７,２６９ ２４ ０．３％ ３位 

４位 尾 道 市 ６，７４９ ６,７４７ ２ ０．０％ ４位 

５位 呉  市 ４，５９７ ４,６１８ ▲２１ ▲０．５％ ５位 

６位 三 原 市 ３，７７７ ３,５４６ ２３１ ６．５％ ６位 

７位 三 次 市 ３，３９４ ３,３６１ ３３ １．０％ ７位 

８位 東広島市 ２，８４０ ２,８２３ １７ ０．６％ ９位 

９位 庄 原 市 ２，７５７ ２,８７５ ▲１１８ ▲４．１％ ８位 

１０位 北広島町 ２，５９５ ２,５８８ ７ ０．３％ １０位 

 

   上位１０市町の中では，廿日市市及び三原市で平成２７年と比べて５％を超えて増加した。

呉市と庄原市では減少した。 

    

 ③ 地区別総観光客数の状況 

   地区別では，前年と比べて,安芸地区が１２２万人（３．６％）,備後地区が４４万人（２．

１％）,芸北地区が２万人（０.４％）増加した。一方で，備北地区が９万人（▲１.４％）減少

した。 

 

図３ 地区別総観光客数の状況 

3,069 

431 

1,887 

506 

3,178 

443 

1,922 

566 

3,225 

482 

1,927 

547 

3,367 

488 

2,139 

624 

3,489 

490 

2,183 

615 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

安芸地区 芸北地区 備後地区 備北地区

24年 25年 26年 27年 28年

 

 

単位：万人 

単位：千人 

（+3.6%） 

（-1.4%） 

（+2.1%） 

（+0.4%） 



 

- 5 - 

（3）発地別観光客の状況 

① 県内・県外観光客の状況 

区 分 平成２８年 平成２８年構成比 平成２７年 対前年増減 対前年増減率 

県 内 ３,８１５ ５６．３％ ３,７５２ ６３ １．７％ 

県 外 ２,９６２ ４３．７％ ２,８６６ ９６ ３．３％ 

 

② 県内・県外観光客数の推移 

   県内観光客（地元観光客を含む）数は，前年比６３万人増の３,８１５万人となり，５年連続

で増加し，過去最高を更新した。また，県外観光客数も前年比９６万人増の２,９６２万人とな

り，８年連続で増加し，過去最高を更新した。 
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③ 県外観光客の発地別状況  

発地別状況については，「関東地方」と「近畿地方」がそれぞれ６００万人超で，この２地区の

合計で県外観光客の半数近くを占めている。以下，「山陽地方」,「中部地方」，「九州地方」，「四国

地方」，「山陰地方」の順だった。 
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単位：万人 

単位：万人 

図４ 県内・県外観光客数の推移 

図５ 発地別県外観光客数の割合 
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前年と比べた場合，「中部地方」は２２万人，「関東地方」は１１万人，「山陽地方」，「四国地

方」は９万人増加した。一方，「九州地方」は２１万人，「山陰地方」は９万人減少した。 

 

 図６ 発地別県外観光客の状況 
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④ 地区別にみた発地別県外観光客の状況 

   安芸地区は「関東，近畿，中部地方」など大都市圏からの観光客が高い割合を占めている。

また，芸北地区は「山陽，山陰，九州地方」から，備後地区は「近畿，山陽，関東地方」から，

備北地区は「山陽，山陰，近畿地方」からの観光客が高い割合を占めている。 

  

              図７ 県内各地区への県外観光客の発地別割合 
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 ⑤ 市町別にみた県内・県外観光客の状況 

    観光客数の上位１０市のうち，県外客の比率が県全体の平均４３.７％を上回っているのは，

広島市（７６.５％），廿日市市（６１.４％），尾道市（６１.５％），呉市（５６.１％）の４市

であった。 

 図８ 市町別県内・県外別観光客数（上位１０市町） 
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⑥ 市町別にみた県外観光客の発地別状況 

   県外からの観光客数が多い上位５市を見ると，広島市，呉市は「関東，近畿，中部地方」か

ら，廿日市市，尾道市は「近畿，関東地方」から，福山市は「近畿，山陽地方」からの観光客

が高い割合を占めている。 

 

 図９ 市町別県外観光客の発地別割合（上位５市町） 
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（4）目的別観光客の状況 

   目的別では，「都市観光」が３６.１％と最も高く（うち「美術館等」が２０.１％，「ショッ

ピング等」が１６.０％），次いで「祭・行事」の１６.４％，「神社・仏閣」の７.２％だった。 

図１０ 目的別総観光客数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，地区別に目的別観光客の割合を見ると，安芸地区では「都市観光」（４３.４％）が最

も多く，芸北地区では「都市観光」（２２．５％）と「自然探勝」（１０.３％）及び「その他ス

ポーツ」（１１.７％），備後地区では「都市観光」（３０.２％）と「祭・行事」（１８.４％），備

北地区では「都市観光」（２７.１％）と「大規模公園等」（１９.４％）が高い割合となった。 

 図１１ 地区別の目的別総観光客数の割合 
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（5）旅行形態別観光客の状況 

① 日帰り客・宿泊客の状況 

区 分 
日帰り客 宿 泊 客 

観光客数 構成比 観光客数 構成比 

広島県全体 ５,８６４ ８６．５％ ９１３ １３.５％ 

安芸地区 ２,７８５ ７９．８％ ７０４ ２０.２％ 

芸北地区 ４７４ ９６．７％ １６ ３.３％ 

備後地区 ２,０３１ ９３．０％ １５３ ７.０％ 

備北地区 ５７４ ９３．５％ ４０ ６.５％ 

 

   本県を訪れる観光客の多くは日帰り客であり，全体の９割近く（８６.５％）を占めている。 

   宿泊客は，前年より７２万人増加し，過去最高を更新した。地区別では，安芸地区７０４万

人が県全体の７割以上（７７.１％）を占めており，次いで備後地区１５３万人，備北地区４０

万人，芸北地区１６万人の順だった。 
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② 一般客・団体客・修学旅行客（注）の状況 

区 分 
一般客 団体客 修学旅行客 

観光客数 構成比 観光客数 構成比 観光客数 構成比 

広島県全体 ５,７９９ ８５．６% ９１３ １３．５% ６５ ０．９% 

安芸地区 ２,９６３ ８５．０% ４６８ １３．４% ５７ １．６% 

芸北地区 ４１５ ８４．７% ７４ １５．１% １ ０．２% 

備後地区 １,９０２ ８７．１% ２７５ １２．６% ７ ０．３% 

備北地区 ５１９ ８４．４% ９６ １５．６% ０ ０．０% 

    

観光客を一般客，団体客，修学旅行客別にみると，一般客が前年より１３４万人，団体客は

２８万人増加し，修学旅行客が３万人減少した。 

   （注）団体客：10 人以上の団体旅行客，一般客：団体客，修学旅行客以外の旅行客 

単位：万人 

図１２ 日帰り客・宿泊客数の推移 
単位：万人 

単位：万人 
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（6）交通機関別観光客の状況 

   観光客の利用交通機関をみると，自家用車を利用したいわゆる「マイカー客」が，３,７５６

万人（前年比１.２％増）と最も多く，観光客全体の５５.４％を占めている。 

   ついで，鉄道利用者が１,３４５万人（前年比３.３％増），バス利用者が７２９万人（前年比 

０．６％増），船舶利用者が６７１万人（前年比１０.２％増）だった。 
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 図１５ 交通機関別総観光客の状況 

図１３ 一般客・団体客・修学旅行客数の推移 

単位：万人 

単位：万人 

単位：万人 

 図１４ 交通機関別総観光客の割合 

（+1.2%） 
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（7）月別・季節別観光客の状況 

①  月別総観光客数の状況 

   月別に見ると，最も観光客が多かったのは，８月の７８７万人，次いで１１月の６６６万人，

１０月の６４８万人，５月の６３２万人だった。 
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②  地区別・季節別総観光客数の状況 

   季節別に見ると，安芸地区においては春に観光客が最も多くなった。芸北地区，備北地区に

おいては秋に観光客が最も多くなった。備後地区においては夏に観光客が最も多くなった。 
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図１６ 月別総観光客数の状況 

図１７ 地区別・季節別総観光客数 
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２ 外国人観光客の状況 

 

区 分 平成２８年 平成２７年 対前年増減 対前年増減率 

外国人観光客数 ２，０１５ １，６６１ ３５４ ２１.３％ 

 

平成２８年に本県を訪れた外国人観光客は，２，０１５千人となっており，前年と比べて３５

４千人（２１.３％）増加し，５年連続して過去最高を更新した。 
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次に，地域別に外国人観光客の割合を見ると，アジアからの観光客が全体の３７.８％を占め

て最も高く，次いで欧州が２７.８％，アメリカ州が１７.５％だった。 
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図１８ 外国人観光客数の推移 
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図１９ 国籍・地域別外国人観光客の割合 

単位：千人 
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国籍別では，米国が第１位（２６６千人），第２位が台湾（２０９千人），第３位がオーストラ

リア（１７６千人）の順だった。 
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  国籍・地域別外国人観光客数の順位（上位１０位） 

 

順位 国籍名 平成２８年 平成２７年 対前年増減 対前年増減率 
前年順位

※２ 

１位 米 国 ２６６ ２３０ ３６ １５．７％ １位 

２位 台 湾 ２０９ １７０ ３９ ２２．９％ ２位 

３位 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ １７６ １４１ ３５ ２４．８％ ３位 

４位 香 港※１ １７３ ６０ １１３ １８８．３％ ７位 

５位 中 国※１ １５４ １０５ ４９ ４６．７％ ４位 

６位 フランス １２０ ９０ ３０ ３３．３％ ５位 

７位 英 国 １０８ ８４ ２４ ２８．６％ ６位 

８位 ドイツ ７１ ５４ １７ ３１．５％ ８位 

９位 韓 国 ５８ ５２ ６ １１．５％ ９位 

１０位 カナダ ４０ ３７ ３ ８．１％ １０位 

   ※１ 平成２８年より，中国と香港を分けて数値を算出。 

   ※２ 前年順位は，中国と香港を分けて算出したものであり，「平成２７年 広島県観光客数

の動向」の順位とは一致しない。 

 

 

 

 

単位：千人 

図２０ 主な国籍・地域別外国人観光客の推移 

単位：千人 
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３ 観光客数及び観光消費額の状況 

（1）観光客数の推移 

   平成２８年の総観光客数は６,７７７万人となり，そのうち入込観光客（注）は，前年に比べて

１２５万人（２.６％），県外観光客は９６万人（３.３％）増加した。 

   また，地元（市町内）観光客は１,８９７万人で，前年に比べて３４万人（１.８％）増加し，

総観光客数に占める割合は２８.０％だった。  

 （注）入込観光客：各市町を当該市町の区域外から訪れた観光客 

 

(C) (B) + (C) (A)+(B)+(C)

元年 656 1,355 2,011 1,747 3,102 3,758

2年 666 1,387 2,053 1,774 3,161 3,827

3年 696 1,437 2,133 1,831 3,268 3,964

4年 711 1,490 2,201 1,845 3,335 4,046

5年 749 1,456 2,205 1,817 3,273 4,022

6年 817 1,540 2,357 1,959 3,499 4,316

実 7年 836 1,553 2,389 1,870 3,423 4,259

8年 893 1,651 2,544 1,998 3,649 4,542

9年 900 1,746 2,646 2,096 3,842 4,742

10年 898 1,678 2,576 1,944 3,622 4,520

11年 960 1,788 2,748 2,350 4,138 5,098

12年 984 1,753 2,737 2,107 3,860 4,844

13年 1,043 1,747 2,790 2,014 3,761 4,804

14年 1,126 1,887 3,013 2,048 3,935 5,061

15年 1,081 1,891 2,972 2,004 3,895 4,976

16年 1,162 1,885 3,047 2,051 3,936 5,098

17年 1,212 2,003 3,215 2,341 4,344 5,556

18年 1,433 1,945 3,378 2,421 4,366 5,799

数 19年 1,434 1,968 3,402 2,359 4,327 5,761

20年 1,415 1,886 3,301 2,331 4,217 5,632

21年 1,424 1,749 3,173 2,357 4,106 5,530

22年 1,462 1,690 3,152 2,425 4,115 5,577

23年 1,508 1,559 3,067 2,465 4,024 5,532

24年 1,636 1,703 3,339 2,554 4,257 5,893

25年 1,690 1,732 3,422 2,687 4,419 6,109

26年 1,737 1,748 3,485 2,696 4,444 6,181

27年 1,863 1,889 3,752 2,866 4,755 6,618

28年 1,897 1,918 3,815 2,962 4,880 6,777

元年 17.5% 36.1% 53.5% 46.5% 82.5% 100%

2年 17.4% 36.2% 53.6% 46.4% 82.6% 100%

3年 17.6% 36.3% 53.8% 46.2% 82.4% 100%

4年 17.6% 36.8% 54.4% 45.6% 82.4% 100%

構 5年 18.6% 36.2% 54.8% 45.2% 81.4% 100%

6年 18.9% 35.7% 54.6% 45.4% 81.1% 100%

7年 19.6% 36.5% 56.1% 43.9% 80.4% 100%

8年 19.7% 36.3% 56.0% 44.0% 80.3% 100%

9年 19.0% 36.8% 55.8% 44.2% 81.0% 100%

10年 19.9% 37.1% 57.0% 43.0% 80.1% 100%

11年 18.8% 35.1% 53.9% 46.1% 81.2% 100%

12年 20.3% 36.2% 56.5% 43.5% 79.7% 100%

成 13年 21.7% 36.4% 58.1% 41.9% 78.3% 100%

14年 22.2% 37.3% 59.5% 40.5% 77.8% 100%

15年 21.7% 38.0% 59.7% 40.3% 78.3% 100%

16年 22.8% 37.0% 59.8% 40.2% 77.2% 100%

17年 21.8% 36.1% 57.9% 42.1% 78.2% 100%

18年 24.7% 33.5% 58.3% 41.7% 75.3% 100%

19年 24.9% 34.2% 59.1% 40.9% 75.1% 100%

20年 25.1% 33.5% 58.6% 41.4% 74.9% 100%

比 21年 25.8% 31.6% 57.4% 42.6% 74.2% 100%

22年 26.2% 30.3% 56.5% 43.5% 73.8% 100%

23年 27.3% 28.2% 55.4% 44.6% 72.7% 100%

24年 27.8% 28.9% 56.7% 43.3% 72.2% 100%

25年 27.7% 28.4% 56.0% 44.0% 72.3% 100%

26年 28.1% 28.3% 56.4% 43.6% 71.9% 100%

27年 28.2% 28.5% 56.7% 43.3% 71.8% 100%

28年 28.0% 28.3% 56.3% 43.7% 72.0% 100%

県外観光客 入込観光客 総観光客数

区分 年次

県　　内　　観　　光　　客

(A) (B)  (A)+(B)

地元観光客 市町外観光客 計

 

 

単位：万人 
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（2）観光消費額の状況 

   平成２８年に，観光客が本県において交通費，宿泊料，みやげ品代，飲食代，入場料などに

消費した観光消費額の総額は４,０６２億円で，前年に比べて１９７億円（５.１％）の増加と

なり，過去最高値となった。 

また，観光消費額の総額を総観光客数で除した１人当たりの観光消費額（注）は，前年より１５

４円（２．６％）増加し，５，９９４円だった。 

 

 図２１ 観光消費額の推移 
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観光消費額（億円）

１人当たりの観光消費額（円）

 

元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

観光消費額（億円） 1,602 1,858 1,884 2,043 2,071 2,382 2,263 2,394 2,536 2,387 2,728 2,440 2,437 2,517 2,449 2,536 2,825 3,065 3,210 2,974 2,876 3,030 3,045 3,356 3,580 3,610 3,865 4,062

１人当たりの観光消費額（円） 4,263 4,854 4,710 5,047 5,147 5,518 5,282 5,271 5,348 5,282 5,351 5,037 5,074 4,974 4,922 4,974 5,085 5,285 5,572 5,280 5,201 5,433 5,504 5,695 5,860 5,840 5,840 5,994

 

（注）１人当たり観光消費額＝総観光消費額／総観光客数  

        なお，観光消費額については，各市町が推計したものの集計 

 

 

（円） （億円） 


